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編
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後
　
記

　『
駒
沢
史
学
』
第
92
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
で
は
、
日
本
史

と
西
洋
史
の
論
考
を
収
録
い
た
し
ま
し
た
。
二
つ
の
論
考
は
扱
う
時

代
も
地
域
も
全
く
違
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
、
往
時
に
生
き
た
人
々

の
息
づ
か
い
に
ま
で
注
意
を
払
う
よ
う
な
生
活
へ
の
ま
な
ざ
し
を
も

っ
て
丹
念
な
史
料
読
解
を
積
み
重
ね
て
い
く
、
重
厚
か
つ
温
か
な
姿

勢
を
共
有
し
て
い
る
よ
う
に
編
集
子
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
研
究
の
場
を
と
も
に
す
る
な
か
で
醸
成
さ
れ
て
く
る
「
駒
澤
ら

し
さ
」
を
、
ご
味
読
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

�
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高
田
）
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菅
　
野
　
洋
　
介
　
　
駒
澤
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
准
教
授

鈴
　
木
　
明
日
見
　
　
駒
澤
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師

角
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朋
　
彦
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大
学
文
学
部
非
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勤
講
師

『
駒
沢
史
学
』
投
稿
要
領

　
論
文
は
四
〇
〇
字
詰
め
原
稿
用
紙
換
算
で
八
〇
枚
以
内
、
研
究
ノ
ー

ト
は
三
〇
枚
程
度
、
会
員
に
よ
る
新
刊
の
書
評
・
紹
介
は
二
〇
枚
程
度
。

完
全
原
稿
（
印
字
プ
リ
ン
ト
一
部
と
電
子
媒
体
に
保
存
し
た
も
の
）
を

入
稿
し
て
下
さ
い
。
採
否
は
で
き
る
限
り
迅
速
に
通
知
し
ま
す
。

駒
　
沢
　
史
　
学
　
　（
第
九
十
二
号
）

　  

平
成
三
十
一
年
三
月
十
三
日
発
行

〒
154-
8525
　
東
京
都
世
田
谷
区
駒
沢
一
－
二
三
－
一

駒
澤
大
学
歴
史
学
研
究
室
内
　
　
　

〈
編
集
・
発
行
〉
　
　
　
　
駒

沢

史

学

会

☎
　
03
－
3418
－
九
二
七
二

振
替
・
〇
〇
一
〇
〇
－
六
－
五
五
〇
六
九

〒
146-
0092
　
東
京
都
大
田
区
下
丸
子
二
－
二
四
－
二
六

〈
印
刷
〉
　
　
　
　
　
　
　
光
写
真
印
刷
株
式
会
社

☎
　
03
－
3758
－
七
七
八
八




